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知れば広がる家族のミカタ　ステップファ
ミリーを開催しました（さぽっとカフェ）

女性研究者の活躍促進に関するセミナー

令和 5 年 2 月13日（月）第102回拡大版さぽっとカフェとして
「知れば広がる家族のミカタ　ステップファミリー」と題し、講
師として野沢慎司先生（明治学院大学 社会学部 教授）をお招き
しました。当日は、 島根大学、松江工業高等専門学校、米子工業
高等専門学校、島根県、教育委員会、スクールカウンセラーや
臨床心理士、その他県内外から38名が参加しました。

まず「ステップファミリー」の定義とこの語を使う意味、ま
た日本独特の離婚・再婚と子どもに関する制度について丁寧に
説明いただきました。日本では離婚すればどちらか一方の親が
親権を持ち、一方が親権を喪失し親子の関係を失うことが多い
ですが、海外では離婚後も共同監護／養育が一般化しており、
子どもが親を喪失しない権利を重視され、子ども中心の視点が
新しい世界的標準モデルになっていること、それによって子ど
もへのよい効果が上がっているという話がありました。

SAN’INダイバーシティ推進ネットワークでは、山陰地域にお
ける女性教員増と活躍促進を目指しています。しかし、地方の大
学、高専等では女性教員の応募が少ないことから、母校で教員に
なられた先生と上位職になられた先生に経験談等をお話しいただ
くため、令和 5 年 3 月13日（月）に本セミナーを行いました。

共同実施機関所属の 5 名の女性研究者から、研究内容や、ご
自身の経験についてお話しいただきました。研究が好きだから大
学院進学を目指された際に家族から反対された経験や、研究職に
なってから教育の楽しさが分かり働きながら大学院に進まれた先
生、或いは専門分野で地元へ貢献したいと考えＵターンで教員に
なられた先生もありました。上位職になられた先生方からは、ご
自身の略歴（キャリアパス）と現在の職での研究等について説明
いただきました。「上位職になったことで、企業からの共同研究
の申し込みが増えたこと、学会本部の仕事が増えたこと、学内業
務が増えるなどはあるが、男女とも活躍できる環境にするために
は意思決定の場に参加できる上位職になることが必要」、「これま
での（男性）社会が求める「男性的リーダー像」に囚われない、
自身が目指すリーダー像が必要」、などのお話がありました。

また、先生が出演された番組の中で、親の再婚により継父、継母
と生活した子ども（ステップファミリー当事者）の困難さの本音を
聞くことも出来ました。野沢先生は、日本は離婚をして「ひとり親
家族」になったという古い常識から、継親は「ふつうの家族」とし
て親になろうと無理をするが、継親は親ではなく独自の役割がある
存在だと認識することで、子どもの抵抗感が減り継親を受容しやす
くなり、同居親と別居親は、子どもの共同責任者として協力をして
いくことで子どもの利益を守るこ
とができると話をまとめてくださ
いました。

現代日本では離婚・再婚も多く
なりステップファミリーも増えて
きた割に、その子どもたちの困難
さや、繰り返される悲しい事件等
に対する国や周りからの支援が遅
れていることを実感した貴重な時
間となりました。

後半は、パネルディスカッションで「中高生への理系進路選択支
援」「学生・院生に研究者等を勧めること」「研究内容について」さら
に「上位職になること」について意見交換を行いました。その中で、
管理職の立場からは「『女性教員に管理職になってほしい』と依頼す
ると、『自分には難しい・管理職にはなりたくない』と躊躇される方
があるが、その職にならないと分からない事も沢山あるので、機会が
あれば怖がらずに進んでいってほしい」と助言がありました。

最後に、女性が大学院に進学する
ことに対して、「性別に関わらず研
究が好きであれば博士課程に進んで
学位を取るのは選択肢の一つである
こと、研究職にならなくてもよいが
現在世の中が女性研究者を求めてい
る状況であることを伝えるのが大切
である」とまとめがありました。

SAN’IN ダイバーシティ推進ネットワークは，山陰地域に女性教員を増やし活躍促進を目指しています。
しかし，地方の大学・高専等では女性教員の応募が少なく採用が難しくなっていることから，実際に各機関の
卒業生から母校で教員になった経験や，女性研究者の活躍促進に関する好事例を紹介し，積極的採用と
上位職登用や地域で共同研究を行う橋渡しになるため本セミナーを企画しました。
中高生や高専生・大学生，院生，地域の皆様の参加をお待ちしております。

15：00 ～ 17：15（予定）

3 13月 日
月

令和
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［対象者］ SAN’IN ダイバーシティ推進ネットワーク加入組織の構成員，
 その他本セミナーに興味があるみなさまオンライン 配信（Zoom）で

下記URL又は左のQRコードより申込みフォームに
必要事項をご記入ください。
https://forms.office.com/r/axB8YykCad

申込〆切 令和5年3月8日㈬ 

に関する
セミナー

女性研究者の
活躍促進

お問合せ先：SAN’IN ダイバーシティ推進ネットワーク事務局
 （島根大学ダイバーシティ推進室）

 TEL：0852-32-6018
 Mail：kyodo-sankaku@edu.shimane-u.ac.jp

［ 共 催 ］ 島根大学，島根県立大学，
 松江工業高等専門学校，米子工業高等専門学校

14：45～ 入室開始

15：00～15：05 開会挨拶　【島根大学　理事　藤田達朗】
15：05～16：45 講　　演　【共同実施機関の女性研究者20分×5人】

 ①島根大学 中間由紀子 助　教 生物資源科学部 農林生産学科

 ②島根県立大学 井上　千晶 准教授 看護栄養学部看護学科

 ③米子工業高等専門学校 小椋　弘佳 准教授 総合工学科 建築デザイン部門

 ④松江工業高等専門学校 服部　真弓 教　授 人文科学科（外国語科）

 ⑤島根大学 室田佳恵子 教　授 生物資源科学部 生命科学科

16：45～17：10 パネルディスカッション
 【パネリスト：発表者の5人】

 【ファシリテーター：学長特別補佐（ダイバーシティ推進担当）河野美江】

17：10～17：15 閉会の挨拶【島根大学　学長特別補佐（ダイバーシティ推進担当）河野美江】

◉プログラム【全体司会：大学教育センター　岩瀬峰代准教授】

［ 主 催 ］
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「分子分光法による生体の非破壊分析-生体をあるがまま捉えられるか？-」
【日　　時】令和 4 年12月13日（火）12：10～13：00
【講　　師】石垣 美歌（島根大学戦略的研究推進センター　助教）

【参加人数】13名

「命があること、命が宿るとは？」
という生命の神秘に迫るテーマに、分
子分光の立場からアプローチした研
究についてお話しいただきました。分
子分光法の一つであるラマン分光法
は、分子構造を鋭敏に反映したスペ
クトル情報を非破壊的に取得でき、近
赤外分光法は生体分子組成や分子濃
度、タンパク質などの生体分子と水
分子との相互作用を同時に分析する
ことができます。これらの分光法を
用いて、生きたまま生体機能や代謝
を評価しようと試みておられます。メ
ダカの胚を用いた研究では、胚発生
の活性化をタンパク質や脂質などの
物質の違いではなく、水分子の構造
の違いとして検出することができたと
のことです。さらに、マウスの卵子を用いた研究では、過熟になると脂質代謝、呼吸活性ともに低下することを見出したとのことです。
この研究はラマン分光分析技術の卵質評価への応用にもつながり、少し先の将来には生殖補助医療への貢献も可能とのことでした。

これらの研究は多くの研究者との共同研究によって進められており、装置自体の開発も研究には不可欠とのことをお聞きし、石垣
先生をはじめ多くの方々の丁寧な研究が「生体をあるがまま捉える」という挑戦を推し進めていることを改めて実感しました。

分野を超えた研究ネットワーク、研究アイデアのひらめきのきっかけ、
新たな共同研究などを生み出す「場」作りを目的として月に 1回程度開
催しています。ご縁ネットミーティングでは、「メンバーが自身の研究
を中心に話題提供し、参加者でディスカッションする」学びながら交流
を深める企画を実施しています。

SAN'INご縁ネットミーティング

進路発見バスツアー
令和 5 年 3 月18日（土）中高生を対象に理系である松江工業

高等専門学校（機械工学科）、島根大学出雲キャンパス（看護
学科）をバスで訪問しました。また、今回訪問が叶わなかった
島根県立大学看護栄養学部（看護学科）については、あらかじ
め大学案内の録画動画を見てもらい、集まった質問への回答は
ファシリテーターから共有
させて頂きました。

当日は、教職員から学
びや進路先についての話
や、実際に学んでいる学生
からの説明と座談会も実施
され、中高生から活発な質
問が飛び交い和気あいあい
と交流がなされました。特

に、中高生時の過ごし方、勉強の仕方、大学選びについての質問が
多く、今学んでいることはもっと深く広く大学や高専で学べて、将
来社会で役立つことを分かりやすく伝えていただきました。

当日の参加者31名（内訳：中学生７名、高校生21名、保護者 3
名）は、今回の出逢いが今後にも繋がる理系進路発見になったよ
うでした。



各機関の取組
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研究室紹介動画公開
令和 3 年度末に制作

した理系研究室紹介動
画が好評だったことか
ら、令和 4 年度は理系
に限らず研究室紹介動
画を公開しました。島
根大学で学んでいる女子学生から「自分が出会ったこと」「目指
すこと」をテーマに研究室の魅力、進路選択、後輩へのメッセー
ジを発信しています。中高生はもちろん、保
護者の方、企業の方なども学生がイキイキと
活躍する研究室をご覧ください。

https://diversity.shimane-u.ac.jp/for-
prospectivestudents-parents/

公開授業「ジェンダー～性を科学する～多様な性と生」
令和 4 年10月28日（金）島根大学保健管理センターとダイバー

シティ推進室が主催し「ジェンダー～性を科学する～多様な性と
生」の公開授業を開催しました。当日は保健管理センター河野美
江教授より島根大学における取り組みの紹介の後、島根県立大学
大学院生から「ジェンダーと自分らしさ」について話していただ
きました。通常の受講生の他に公開授業の申し込みがあった12名
に配信しました。

高校生のための金属工学実験2022 
（次世代たたら協創センター）にて裾野拡大

令和 4 年12月 5 日（月）～ 9 日（金）の夕方、松江北高等学校、
松江南高等学校、松江東高等学校の 1 ・ 2 年生18名が次世代たた
ら協創センター主催「高校生のための金属工学実験2022」に参加
しました。

ダイバーシティ推進室からは参加した高校生に、本学でのダイ
バーシティについて説明し、ロールモデル集、推し研究室の冊子
を配付しました。

SUN’INガールズが企業研究所見学ツアーに参加
令和 4 年11月 3 日（木）、JSTグローバルサイエンスキャンパス

で実施された企業研究所見学ツアー「特殊鋼の先端基礎研究から
応用までを知る工場見学（日立金属安来工場）」に、参加した高
校生のサポート学生としてSUN’INガールズが参加しました。

島根大学女性教員メンタープログラム
新任（着任を 5 年未満）女性教員が、一定の職務経験を持つ教

員との交流を通じて大学教員として成長していくことを支援す
る、島根大学女性教員メンタープログラムを令和 3 年度から開
始しています。令和 4 年度にはプログラム案内の英語版を作り、
益々増えてきている外国人教員にも周知していきます。

研究サポーター制度
育児や介護などによって研究時間の確保が困難な研究者に対し

て、大学が任用した研究サポーターが研究の補助業務を行う、研
究サポーター制度を実施しています。令和 4 年度は11名（男女不
問）の教員が利用しました。

職員キャリアアップセミナー開催
平成 5 年 2 月21日（火）に「女性職員のキャリアアップ～男性

も女性も生きやすい社会の実現～」と題し、本学監事（非常勤）
の栗原昌子氏を講師にお招きしました。内容は、現在おかれてい
る社会状況について、法令や我が国における取組、更には本学の
女性活躍促進のための事業主行動計画にも触れていただきまし
た。後半は、ご自身の経歴と時代背景に沿って、実際の体験やそ
の折々に感じられたこと、学んだこと等をお話いただきました。
また、男性であれ、女性であれ、管理職になったときの課題とし
て、部下との関係構築、俯瞰力や洞察力を磨き本質を見抜く力や
先を見る力を養うこと、管理職として預かるユニットのパフォー
マンスを高めるために必要な、風通しのよい職場づくりについ
て、具体的な内容で分かりや
すくお話いただきました。当
日は、松江キャンパス・出雲
キャンパスの会議室と自席で
のWeb配信により42人が参加
し、キャリア形成について理
解を深めることができました。
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第 1 回看護管理コンソーシアムしまね講演会
令和 4 年度の春、研究者版e-ポートフォリオ「ENISHI」から派

生し、医療現場の女性リーダー育成に向けた看護管理者版e-ポー
トフォリオ「ENISHI」が本格始動しました。また、令和 4 年12
月13日（火）には第 1 回看護管理コンソーシアムしまね講演会を
開催しました。講演会では、看護管理に活かすコンピテンシー―
成果につながる「看護管理力の開発」の共著者である福島県立医
科大学看護学部准教授 佐藤博子先生に「看護管理者のコンピテ
ンシー―さらに、コロナ禍で求められることとは―」をテーマと
して講演いただきました。島根県内医療機関11施設の約40名が
Zoomによるオンラインで参加し、看護管理者コンピテンシーの
現場での活用ついて理解を深めました。

校長と女性教職員の懇談会を開催
令和 4 年10月27日（木）、校長と女性教職員の懇談会を開催し

ました。
この懇談会は、より良い職場環境整備のために、校長と女性教

職員との懇談会を通じて、女性教職員を取り巻く現状を把握する
ことを目的として、平成26年度から実施しています。

今年度は 8 名の参加があり、育児・介護にあたる休暇に関する
制度や校内の設備環境についてなど、日頃感じていることについ
て意見交換を行いました。

職業としての「高専教員」を紹介する講演会を開催
令和 4 年12月 1 日（木）、本校学生を対象に、職業としての

「高専教員」を紹介する講演会を開催しました。この講演会は、
「研究職」を志す学生に高専教員という職業に興味を持ってもら
い、博士課程への進学を含めたキャリア形成の一助とするため
に開催したものです。

講演会では、電気情報工学科芦田洋一郎助教から、自身が研
究者・教育者を選んだ動機、大学院での学生生活の様子、現在
の教育・研究活動等についての講演を、情報工学科渡邊千夏助
教からは、「女性研究者・技術者講演会」と題した講演をいただ
きました。

当日は 7 名の参加者があり、参加した学生から「採用試験の
準備にどのくらいの時間がかかりましたか。」といった質問や、

「高専教員の給与等の制度が整っていることに驚きました。」「校

松江高専男女共同参画研修会を開催
令和 5 年 3 月 1 日（水）、オンラインと対面のハイブリッド形

式による男女共同参画研修会を開催しました。
今 年 度 はTERAMOTO社 会 保 険 労 務 士 法 人 代 表 社 員・

Terrastory株式会社 代表取締役CEO寺本健太郎氏を講師にお招
きして「ダイバーシティに関する一人一人ができること」をテー
マに実施し、66名の参加がありました。

研修会では、ダイバーシティは衛生要因と動機付け要因の両方
に影響を与えることや、これまでのメン
バーが変わらないクローズドな日本型雇
用コミュニティからメンバーの出入りの
あるオープンな雇用コミュニティへの変
換が求められること、多様性を受け入れ
るためには寛容性が大事であることなど
について学習し、ダイバーシティに関す
る理解を深めました。

務に関する話が詳細に聞けて良かった。」といった感想が聞かれ
ました。

校長と女性教員の懇談会を開催 
令和 5 年 3 月30日（木）、校長と女性教員の懇談会を開催しま

した。懇談会には 6 名の女性教員と新旧の 3 主事が参加し、男女
共同参画推進室長から男女共同参画社会のイメージと取組みにつ
いての講演、続いてフリートークが行われました。参加者から
は、託児室の設置、男女共同参画関連の制度の周知、女子学生向
けだけでなく男子更衣室などの男子学生向け設備の充実などを求
める意見が出るなど、活発に意見交換が行われました。 


